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七
ヶ
年
の
貯
歳
、
貯
窺
失
敗
の
例

農
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高

太
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農

貝

原

弘

星際

土

て
緒

雷

響
者
等

αは
昭
和
一

O
年
産
の
乾
燥
不
良
米
を
一
一
年
二
、
一
一
一
月
に
火
力
乾
煉
し
て
、
水
分
配
一
一
一
一
%
に
友
し
て
、
約
一

O
石
入
の
サ
イ

ロ
に
充
満
貯
離
し
て
今
日
に
至
り
た
る
が
、
昭
和
一
五
年
二
月
に
一
度
開
封
し
て
、
四
ヶ
年
齢
の
貯
離
の
結
果
を
研
究
し
て
報
告
せ
り
。
そ

の
貯
蔵
結
果
は
攻
め
・
如
し
・

(1) 

貯
蔵
中
に
米
は
水
分
一
一
一
で
六
d
p

に
し
て
幾
分
多
く
な
り
し
も
、

米
に
白
熱
を
聾
生
す
る
と
と
無
く
、
従
っ
て
貯
難
中
の
米
の
温
度
.

が
特
に
昇
る
と
と
た
か
り
き
。
此
事
は
米
に
著
し
き
聾
化
な
き
と
と
を
示
す
た
り
・

仰
米
は
多
少
色
滞
b
L

損
し
、
徴
か
に
古
米
の
臭
乞
僻
ぴ
た
る
も
、
貯
蔵
目
的
に
は
何
等
差
支
払
仏
か
り
き
.

(3) 

晶
雄
容
な
し
.
此
鮪
は
成
功
と
云
ふ
ぺ
し
・

貯
離
の
矯
め

0
・A
M
容
量
を
増
加
し
た
'
・

此
増
加
は
主
と
し
て
貯
蹴
中
の
吸
掃
の
結
果
に
し
て
、
決
し
て
好
ま
し
き
と
と
記
あ
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の
畳
化
著
し
き
も
の
に
あ
ら
歩
。
サ
イ
ロ
壁
よ
り
多
少
水
分
を
吸
牧
し
た
る
詩
め
な
ら
ん
.

る
令
。

(5) 

米
の
水
分
合
量
並
に
千
粒
重
は
多
少
槍
加
し
、
容
積
重
、
剛
度
、
及
び
吸
水
能
は
減
少
し
た
る
も
、
四
ヶ
年
・
貯
離
の
米
と
し
て
は
そ

(6) 

米
は
掲
耗
少
い
く
犬
、
米
糊
の
粘
度
小
、
食
味
劣
り
た
る
が
、
釜
殖
歩
合
は
少
か
ら
守
。
費
芽
力
を
全
く
失
ひ
た
り
。
是
等
の
現
象

は
、
主
と
じ
て
貯
離
中
の
水
分
が
精
多
き
に
過
ぎ
た
る
篇
た
ら
ん
.
亦
元
来
の
米
質
が
劣
り
、
且
つ
火
カ
乾
操
を
行
ひ
し
結
果
な
ら

ん

的

ヴ
イ
タ
ミ
シ
副
首
九
一
・
四
dw存
在
し
、
良
好
に
保
存
せ
ら
れ
た
り
。

(8) 

以
上
の
如
〈
サ
イ
ロ
四
ヶ
年
貯
蔵
は
、
偲
令
そ
の
結
果
が
十
分
に
完
全
注
ら
ざ
り
し
も
、
米
の
長
期
貯
蔵
の
目
的
在
十
分
に
建
し
た

θ} 

り
。
更
に
米
を
よ
く
乾
煉
し
、
且
つ
サ
イ
ロ
の
防
漁
を
完
全
に
し
て
貯
離
せ
ば
、
そ
の
結
果
は
極
め
て
良
好
な
る
べ
し
・

乾
操
不
良
米
も
、
之
を
火
力
に
で
再
乾
燥
し
て
サ
イ
ロ
に
貯
蔵
す
る
時
は
数
年
間
貯
蔵
の
目
的
を
十
分
に
遣
す
る
と
と
を
得
ぺ
し
・

右
の
報
告
の
如
く
、
四
ヶ
年
貯
蔵
の
結
果
は
、
完
全
に
は
あ
ら
ざ
る
も
、
米
襲
貯
蔵
の
目
的
に
は
業
支
た
き
を
認
め
た
る
放
に
、
更
に
、

此
米
b
L
長
く
貯
離
し
た
る
結
果
を
見
ん
が
矯
め
に
、
・
一
五
年
二
月
の
調
査
後
、
米
を
再
び
元
の
サ
イ
ロ
に
入
れ
て
貯
蔵
し
で
今
日
に
至
れ
る

が
、
昭
和
一
八
年
一
月
に
取
り
出
し
て
再
び
米
質
生
調
査
し
た
り
。
然
る
に
今
回
の
調
査
の
結
果
、
後
に
迷
ぷ
る
が
如
く
、
米
は
茜
し
く
水

分
を
増
加
し
、
最
容
に
か
』
り
て
米
の
品
質
は
極
め
て
悪
し
ミ
怠
り
た
喝
を
認
め
た
り
。
前
回
の
結
果
よ
り
し
て
、
か
〈
の
如
き
貯
蔵
結
果

を
見
ん
と
は
、
著
者
等
の
金
〈
噛
思
想
せ
ざ
hvし
鹿
に
し
て
、
自
亭
ろ
意
外
と
す
る
所
た
り
.
そ
の
原
因
は
明
か
な
ら
ざ
る
も
、
サ
イ
世
の
上
部
の

自
記
拳
瞳
計
捧
入
口
の
密
封
が
完
全
な
ら
ざ
り
し
矯
め
に
、
米
が
吸
渇
し
、
且
ワ
殻
象
が
侵
入
せ
し
も
の
念
ち
ん
.
と
れ
ば
管
理
者
の
金
〈

米
-
の
守
イ
回
貯
・
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0
0

の
不
注
意
に
基
づ
く
も
の
に
し
て
、
甚
だ
遺
憾
な
り
と
す
。
よ
っ
て
此
調
査
は
金
く
失
敗
貯
蔵
米
の
品
質
研
究
例
と
見
る
ぺ
し
・
而
し
て
此

米
は
賓
に
浦
七
ヶ
年
間
貯
へ
ら
れ
た
る
が
故
に
、
米
質
の
艶
化
は
此
長
期
貯
識
と
及
び
水
分
過
多
と
の
閥
係
に
よ
る
も
の
と
見
る
ベ
し
。
而

し
て
、
か
L
る
場
合
の
米
貿
を
研
究
し
置
く
と
と
は
、
米
戴
研
究
上
必
要
な
り
と
認
め
、
悲
に
暁
更
、
と
の
失
敗
貯
離
米
の
調
査
を
行
ひ
た

る
も
の
な
り
。

-
-
、
貯

蔵

の

方

法

サ
イ
ロ
は
高
さ
約
一

O
尺
、
内
恒
三
尺
、
壁
は
コ
ン
ク
P
1
ト
に
し
て
厚
さ
五
寸
た
り
。
藁
葺
屋
根
の
納
屋
の
内
に
あ
り
。
米
は
昭
和
一

O
年
産
に
し
て
、
乾
燥
，
不
良
の
玄
米
吃
・
金
岡
式
嫌
提
乾
燥
機
を
用
ひ
て
再
乾
燥
し
・
水
分
合
量
を
一
一
一
一
%
に
な
し
た
る
も
の
た
り
。
此
米
を

一
O
石
六
升
五
合
入
れ
て
密
封
し
、
昭
和
一
一
年
三
月
二
日
に
貯
蔵
を
開
始
せ
り
。
既
に
前
に
述
ベ
し
が
如
く
、
-
五
年
二
月
一
六
日
に
一

度
開
封
し
て
米
を
取
り
出
し
て
調
査
し
、
叉
元
の
如
く
サ
イ
ロ
に
納
め
て
貯
臓
を
績
け
た
る
も
の
な
り
。
そ
の
詳
細
は
第
一
一
一
報
。
に
於
て
述

べ
た
る
如

L
・

三
、
貯
蔵
の
結
果
並
に
考
疲

て
開
封
時
の
サ
イ
ロ
内
の
欣
況

下
部
側
面
の
口
よ
り
米
を
出
し
た
る
が
、
上
部
よ
り
の
米
居
。
魅
力
に
依
り
粒
が
緊
密
に
塵
し
付
け
ら
れ
、
米
が
塊
を
な

L
て
取
り
出
し

難
し
.
此
事
は
前
に
も
見
た
る
鹿
に
し
て
、
サ
イ
ロ
の
側
面
よ
り
米
を
出
す
は
無
理
と
一
高
ふ
べ
〈
、
底
面
よ
り
直
下
流
出
せ
し
む
る
と
と
必



要
な
り
と
す
.
米
の
上
暦
に
最
が
費
生
し
て
、
約
一
尺
の
厚
さ
に
膚
敗
し
て
黒
褐
色
に
艶
化
し
た
り

b

と
れ
は
上
部
の
日
公
日
記
寒
暖
計
挿

入
の
矯
め
に
設
け
た
る
口
V

が
密
閉
不
十
分
の
値
た
り
し
篇
め
に
艶
象
が
侵
入
じ
・
且
つ
禍
気
も
入
り
し
第
め
に
、
上
部
に
患
が
繁
殖
し
て

矯
め
に
米
は
腐
敗
せ
し
た
り
。
と
れ
が
此
貯
離
失
敗
の
原
因
た
り
。
さ
れ
ば
サ
イ
ロ
貯
蔵
を
行
ふ
時
'
は
、
密
封
を
完
全
に
た
し
て
歯
及
鳩
信
棋

の
侵
入
を
完
金
に
防
止
す
る
と
と
の
絶
封
的
に
必
要
な
る
を
部
む
。

二
、
色

津

臭

及

米
は
色
が
少
し
く
屈
し
く
な
り
、
茶
褐
色
を
帯
び
、
光
揮
を
失
ひ
た
り
。
古
米
の
鼻
を
有
す
。
さ
れ
ど
車
内
米
は
依
然
と
し
て
建
れ
り
.
さ

れ
ば
金
値
と
し
て
外
観
が
茜
し
く
聾
化
せ
る
が
如
き
を
認
め
ざ
り
き
。

三
、
畠

害

上
部
の
腐
敗
せ
し
部
分
&
除
き
て
、
米
の
損
害
の
程
度
を
見
た
る
に
、
五

O
瓦
宛
一
『
一
回
試
料
を
採
り
て
、
そ
の
愈
容
歩
合
を
見
た
る
に
、

五
・
八
d
m
な
り
き
。
叉
五
千
粒
に
つ
き
て
轟
官
官
粒
歩
合
を
見
た
る
に
問
・
六
d
w
な
り
を
。
前
回
{
昭
和
一
五
年
二
月
V

調
蚕
せ
し
時
に
は
、
全

く
畠
容
た
か
り
し
故
に
、
此
貯
戴
米
に
は
揖
闘
は
居
ら
ざ
る
筈
な
る
に
、
意
外
に
も
か
く
多
数
の
晶
佐
官
粒
を
生
ぜ
し
は
、
上
口
が
完
全
に
塞
が

れ
ざ
り
し
故
に
、
畠
が
此
口
よ
り
侵
入
し
た
る
も
の
と
云
ふ
ペ
し
・
艶
思
象
な
ど
は
極
め
て
徴
細
た
る
隙
を
通
じ
て
侵
入
す
る
が
放
に
、
密
封

を
完
全
に
す
る
と
と
肝
要
な
り
と
す
。

害
晶
の
種
類
を
調
べ
た
る
に
、
最
象
、
小
穀
象
が
主
な
る
も
の
な
る
が
、
他
に
鋸
毅
盤
、
ヵ
ツ
ヲ
プ
シ
ム
シ
の
一
種
の
幼
惑
の
存
在
を
認

め
た
り
。
カ
ツ
ヲ
プ
シ
ム
シ
は
普
通
輩
物
に
は
着
か
ざ
る
も
の
た
る
が
、
此
幼
盆
の
存
在
ぜ
し
は
、
設
象
、
小
般
象
、
鋸
象
盤
等
に
寄
生
せ

，J 

し
も
り
念
ら
ん
.

米
般
の
サ
イ
ロ
貯
憶
の
賓
臨

第
四
徹

ニO



米
畿
の
守
イ
回
貯
蔵
の
事
国
康

第
四
国
鞭

回
、
容
量
‘
重
量
及
び
一
斗
重

ニO
二

貯
蔵
前
、
昭
和
一
五
年
及
び
昭
和
一
八
年
の
容
量
、
重
量
及
び
一
斗
重
は
第
一
-
衰
の
如
し
.
但
し
調
査
毎
に
試
料
を
取
h
F
て
費
消
す
る
が

故
に
、
貯
離
前
と
昭
和
一
五
年
正
を
比
較
し
‘
叉
昭
和
一
五
年
左
昭
和
一
八
年
と
を

比
陵
し
た
h
F
.

第
一
表
に
よ
れ
ば
、
手
イ
ロ
に
貯
離
中
に
、
米
が
始
め
の
四
年
間
に
そ
の
容
量
を

叉
後
の
三
ヶ
年
の
聞
に

}
0・
七
婦
を
増
加
し
た
り
・
重
量
に

八
%
場
加
し
た
り
・

就
き
て
は
始
め
四
ヶ
年
O
成
績
を
続
く
も
、
後
の
一
一
一
ヶ
年
の
聞
に
四
・
五
泌
を
増
加

した・
9
.
之
に
反
し
て
一
斗
重
は
貯
戴
中
に
減
少
せ
-O
，
。
か
〈
の
如
〈
容
量
及
び
重

量
を
増
加
し
容
積
重
を
減
じ
た
る
は
、
サ
イ
ロ
が
防
掃
の
完
全
な
ら
ざ
り
し
矯
め
米

の
吸
漁
せ
し
と
.
登
質
に
伴
ふ
粒
商
が
疎
槌
に
念
り
し
結
果
に
蝿
着
す
る
た
り
・
而

し
て
吸
漁
は
サ
イ
P
壁
が
防
・
織
の
完
全
な
ら
ざ
る
と
、
上
部
の
小
口
の
密
封
が
完
全

な
ら
ざ
り
し
に
よ
る
な
り
・

五

、

物

理

的

性

欲

~ 

っ-

容量・重量再 1斗重第一表

7tzトぷ l ・邸

12 

震

1'738.S 

霊

石

10.句5

10.150 

15.12 

備考

調査時期

1002.93 

19.85 

， 
'此申には腐嫌米 49.8Jkgを舎をre'

H 此s:tには鹿島E米を含まず。

共
に
米
の
水
分
合
量
、
予
粒
重
、
容
積
重
、
剛
度
、
吸
水
能
及
び
比
重
を
調
奈
し
た
る
に
、
そ
の
結
果
は
第
二
表
の
如
し
・
昭
和
一
一
年

及
び
一
五
年
の
測
定
債
を
比
較
し
て
表
に
掲
げ
た
り
。

拘
相
和
、
一
七
年
産
の
新
米
《
混
合
米
V

を
比
粧
の
第
め
に
調
査
し
て
、
問
委
に
掲
げ
た
り
。



第
一
一
変
に
よ
れ
ば
、
サ
イ
置
に
貯
蔵
せ
し
聞
に
米
の
水
分
が
最
初
の
一
一
一
一%
£
り
増
加
し
て
七

ヶ
年
後
に
は
一
四
・
九
%
に
な
り
た
り
@

此
水
分
増
加
は
‘

コ
シ
ク
リ
1
ト
壁
の
防
泌
が
完
全
な

水
dt一
四
・
九
%
は

米
陣
取
貯
蔵
に
は
過
多
な
る
故
に
、
議
に
米
質
が
悪
聾
し
た
る
‘
の
と
一五
ふ
ぺ
し
.
よ
っ
て
水
分
の

ら
ざ
る
と
と
及
官
、
そ
の
上
面
の
小
口
よ
り
海
気
が
侵
入
せ
し
露
め
友
hν.

鮪
よ
り
し
て
、
此
サ
イ
ロ
の
防
渦
を
尚
完
全
に
す
る
と
と
の
必
要
な
る
乞
認
め
た
り
・

千
種
重
が
貯
躍
中
に
増
加
し
た
る
は
、
吸
漁
の
篤
な
り
。

容
積
重
も
貯
蔵
中
に
減
少
し
た
り
。
之
亦
米
の
吸
漁
に
主
る
な
り
、
剛
度
も
減
少
し
た
る
は
吸

漁
に
よ
る
た
り
・

吸
水
能
は
著
し
〈
減
少
し
た
り
・
と
れ
主
と
じ
て
経
年
に
伴
ふ
聾
質
に
よ
る
べ
し
・

比
重
も
貯
蔵
中
に
減
少
し
た
り
。

以
上
貯
離
米
の
物
理
的
性
質
を
見
る
に
、
吸
揚
が
根
本
と
な
り
て
種
々
の
性
質
に
於
て
劣
聾
し

た
る
を
認
む
.
コ
ン
ク
リ
ー
ト
サ
イ
ロ
一
は
吸
漁
の
虞
あ
る
故
に
、
特
に
之
が
建
設
に
際
し
で
は
防

漁
及
び
密
封
を
よ
く
す
る
と
と
に
重
離
を
置
く
ぺ
し
川
内
壁
に
ト
タ
ン
複
を
張
る
と
と
は
最
も
有

効
た
る
ベ
し
唱

六
、
食
品
的
'
性
炊

貯
離
米
の
鵠
耗
歩
合
、
米
棚
の
粘
度
、
釜
殖
歩
合
及
び
食
味
を
調
査
し
た
り
.

米
般
の

-
7
4
冒
貯
蔵
の
貧
困
層

aF周
回
胃

貯離米の物理的性快

水分 容積軍
剛 時E 吸J}(能

調査時期 含量 千粒軍 1/4L 折|医 膨脹|加重
tお重

挫 締

昭く貯和1I年 2周 13% .0 ng  .92 214tR .0 
kg Kg 

'‘ '‘ 蔵前〉 一 一 一 一 一
市 15年 2居 ]3.6 お.24 213.9 6.2土a舗 6.7土0.08 28.2 22.9 l..38 

f1 18年 lJl 14.9 .24.67 2時.3 5.2土0.06 6.3土0.04 2A.6 21.0 1.36 

新益望将I1日|加l 215.8 I 6.6土Q.04 7壮 ω5，1ωI23.6 11•39 

第二表

"1量警粒を除く。備考
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米
般
の
サ
イ
ロ
貯
蔵
め
賓
厳

第
四
組

小
型
摩
擦
精
米
機
丞
用
ひ
て
、
サ
イ
ロ
貯
蔵
米
と
新
米
と
の
揚
精
試
験
を
行
ひ
た
る
結
県

は
第
三
衰
の
如
し
・
と
れ
に
よ
れ
ば
、
七
ヶ
年
貯
離
し
た
る
古
米
は
、
そ
の
掛
精
に
多
く
の

時
聞
を
要
し
、
そ
の
掃
き
耗
歩
合
及
び
陣
米
歩
合
の
大
た
る
を
認
む
。
と
れ
も
と
よ
り
営
然

の
と
と
た
り
。
殊
に
此
米
は
議
容
に
櫨
り
し
故
に
、
掲
耗
及
び
陣
米
は
多
し
。

共
に
米
糊
の
粘
度
を
計
り
た
り
。
米
粉
五
g
を
水
一

oouに
混
じ
て
糊
に
た
し
た
る
も

の
に
し
て
、
そ
の
方
法
は
七
分
間
で
輝
氏
九
O
度
に
な
し
、
後
三
分
間
九
O
i
一
O
O度
に

ス
ト

1
7
1
粘
度
計
に
て
時
聞
を
計
り
、
四
O
度
の
蒸
溜

水
の
場
合
の
時
聞
を
一
と
し
て
比
教
を
出
し
、
之
を
粘
度
と
た
し
た
り
。
そ
の
結
果
、
サ
イ

置
き
、
後
花
園
O
度
に
保
ち
て
、

ロ
米
及
び
新
米
の
粘
度
は
弐
の
如
し
。
各
に
つ
き
二
試
料
を
用
ひ
、
各
一

O
回
測
定
し
て
平

均
を
求
め
た
り
。

試料 時間 粘度

サイロ米 5帯.61 1.4印

新 3長 6.48 1.696 

水 3.回 1 

古
米
は
新
米
に
比
し
て
糊
の
粘
度
少
し
。

ζ

れ
議
想
に
難
か

ら
占
y

。
釜
殖
歩
合
は
約
一

O
目
の
白
米
生
用
ひ
て
遁
量
に
水
を
加
へ

て
炊
飯
し
、
見
掛
け
の
釜
殖
歩
合
並
に
農
の
釜
殖
歩
合
を
測
定

し
た
り
占

一
回
に
三
試
料
宛
を
採
り
、
二
回
繰
り
返
し
た
る
故

に
、
六
試
料
の
平
均
と
見
も
イ
し
、
そ
の
結
果
戎
の
如
し
。
サ
イ
ロ
は
見
掛
の
釜
殖
歩
合
は

ニO
凪

掲 精 試 験 の 結 果

玄米
信精間 白 米

精白歩合 指耗 精米
試 料

時 容 置 | 重 量 く重歩合霞〉
歩合

〈重量〉

沼部e~f t田 '02f) 'ら 94% .25 5.持75 
骨

サイロ米 1. 2升 96.0 

" 2. 2 2936 2.20 1.95 2752 97.5 93.73 6.'0 

卒 均 2.11 .6.01 6.0 

新 米 1. 2 部部 1.36 2.叩 却]0 104.0 95.16 4.84 

割 2. 2 3000 1.36 2.ω 2920 1倒.5 95.55 4.46 

卒 均 1.:ぉ 4.65 1.8 

第三表



貯
蔵
は
成
功
な
り
と
云
ふ
と
と
能
は
や
。
と
れ
水
分
過
多
な
る
と
、
七
ヶ
年
の
長
期
に
亘
り
し
に
よ
る
な
り
。

突
に
チ
オ
ク
ロ
ー
ム
法
に
よ
り
て
、
米
に
含
ま
る
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
民
を
測
定
し
た
り
。
そ
の
結
果
乾
物
一

O
O
g中
に
含
ま
る
L
ヴ
イ
タ
ミ

試料

見 ml• 
172% .6 

新米 147.6 1河.3

ー

シ
恥
量
は
新
米
に
於
て

ωE4、

も
の
と
云
ふ
べ
し
・

大
な
れ
ど
、
民
の
釜
殖
は
却
っ
て
少
し
。
と
れ
叉
噛
感
想
ず
る
底
に
し
て
、
古
米
に
於
て
も
間
院
が
大
な
る
結
果
、

見
掛
の
容
積
は
大
な
る
な
h
v
。

食
味
試
胎
は
二
回
行
ふ
。
-研
究
所
職
員
が
第
一
回
は
一
七
人
、
第
二
回
は
ニ
O
え
に
で
附
賦
し
た
る
平
均
な
り
。

一
O
賦
を
浦
鮪
と
す
。
封
照
と
し
て
新
米
を
用
ひ
た
り
。
そ
の
結
果
新
米
の
食
味
黙
は
九
・
問
、
貯
蔵
米
は
七
・
一

た
り
。
貯
蔵
米
は
舌
感
疎
槌
に
し
げ
よ
へ
に
劣
れ
ど
も
食
用
に
供
し
得
ざ
る
に
あ
ら
や
。
さ
れ
E
食
味
に
闘
し
で
は

貯
離
米
に
於
て
回
。

A

身
な
り
。
即
ち
新
米
の
八
0
・八
d
n
b
z
含
有
ナ
る
を
認
め
た
る
放
に
、
相
嘗
含
有
す
る

共
に
食
味
を
改
善
し
て
食
用
に
供
す
る
と
と
必
要
な
る
が
故
に
、
そ
の
掲
精
の
程
度
乞
進
め
、
哉
は
帰
米
を
混
和
す
る
と
と
に
よ
り
て
、

如
何
に
食
味
を
改
善
し
得
る
か
を
試
験
し
た
り
。
先
づ
貯
蔵
古
米
を
一
一
割
五
分
耗
、
二
割
五
分
耗
、
一
一
一
割
五
分
耗
に
掲
精
し
、
新
米
の
完
全

掲

歩

精
白
米
に
比
較
し
、
同
時
に
宇
割
五
分
耗
の
古
米
に
新
精
米
を
二
割
ご

O
H
ご
V

混
合
し
て
食
味
を
試
臥
晒
し
た
り
。
そ
の
結
果
は
失
の
如
し
。

一
割
五
分
掲
の
え
米
に
糟
米
二
割
を
混
合

新
米
〈
封
照
〉

耗味

評

食

合

二
割
五
分

三
割
五
分

一
割
五
分

鮪

七
・
五

九
・
六

七
・
六

七
・
八

八

右
に
よ
れ
ば
サ
イ
ロ
の
古
米
も
之
を
掃
き
耗
一
一
割
五
分
に
な
せ
ば
、
耳
な
り
の
程
度
に
食
用
と
た
す
と
と
を
得
ぺ
し
・
勿
論
そ
の
掃
精
を

進
む
れ
ば
食
味
の
多
少
宛
良
好
な
る
は
言
ふ
迄
も
な
L
q

米
訟
の
予
イ
ロ
貯
蔵
の
賀
厳

誼
静
岡
国
報

二
O
玉



米
駁
の
ザ
イ
ロ
貯
蔵
め
宵
厳

a
F岡
田
被

ニO
大

叉
布
に
よ
れ
ば
、
揚
耗
一
一
割
五
分
の
古
米
に
精
米
を
二
割
〈
一

O
ニ
己
混
じ
た
る
も
の
L
食
味
は
‘

て
、
食
味
は
山
内
良
野
に
し
て
、
大
に
良
化
せ
ら
る
h

た
り
。
さ
れ
ど
新
4
4
に
及
ば
ぎ
る
と
と
遺
書
巴
除
去
ふ
起
も
た
し
。
此
試
胎
に
於
て
は
儒

一
一
一
割
五
分
耗
の
古
米
の
み
に
比
し

米
を
周
ひ
た
れ

ε、
他
の
試
験
に
よ
れ
ば
梗
米
を
混
合
す
る
も
同
じ
・
依
っ
て
掲
精
を
進
め
て
掲
耗
を
多
く
す
る
よ
り
も
、
鏑
き
耗
り
は
一

割
五
分
位
に
止
め
て
、
新
米
を
混
加
す
る
を
経
済
的
に
し
て
食
味
良
化
の
方
法
と
云
ふ
べ
し
。
'

以
上
の
結
果
を
綜
合
す
る
に
、
此
サ
イ
ロ
七
ヶ
年
貯
蔵
の
結
果
は
議
期
の
如
き
成
功
を
見
ぎ
り
し
が
、
之
金
〈
不
注
意
の
露
め
サ
イ
ロ

-E

部
の
密
閉
が
完
全
な
ら
ざ
り
し
露
め
、
多
年
貯
臓
中
に
客
訟
が
漕
入
し
、
叉
宰
中
漁
祭
が
侵
入

L
て
、
矯
め
に
米
は
趨
容
に
轍
b
，
、
且
つ
水

分
増
加
の
第
め
艶
質
を
助
長
し
た
る
に
よ
る
た
り
。
さ
れ
ば
今
後
の
サ
イ
ロ
貯
蔵
に
は
、
そ
の
壁
の
肪
識
を
完
全
に
す
る
の
み
な
ら
歩
、
院

も
な
く
密
封
す
る
と
と
に
注
意
を
携
は
ざ
る
べ
か
ら
や
。
叉
毎
年
一
度
初
夏
に
上
部
を
聞
き
て
内
部
の
米
の
欣
態
を
検
査
し
、
若
し
害
晶
の

侵
入
を
認
め
た
る
時
は
、
速
か
に
上
部
よ
り
ク
ロ
ー
ル
ピ
タ
リ
シ
叉
は
二
硫
化
費
素
に
で
煉
蒸
し
、
以
て
早
期
に
そ
の
容
を
除
く
ぺ

L
a
布
、

の
貯
轍
試
験
に
於
て
は
、
コ
一
ヶ
年
開
放
置
し
て
内
容
を
検
益
せ
ざ
り
し
を
大
た
る
過
失
と
た
ず
・

此
七
ヶ
年
貯
蔵
米
は
米
質
並
に
食
品
的
性
質
に
於
で
量
化
を
来
し
、
食
味
を
慶
じ
た
れ
E
も
、
全
く
食
用
と
た
し
縛
ざ
る
に
あ
ら
占
y
・
之

を
.
一
一
割
五
分
耗
迄
に
掲
精
し
、
新
米
を
二
割
混
加
す
れ
ば
食
味
改
善
に
効
果
あ
り
。

園
、
摘

要

て

昭

和

}
O年
の
薗
米
を
火
力
乾
操
し
て
、
そ
の
水
分
合
量
を
一
一
一
一
%
に
た
し
て
、
約
一

O
石
入
の
コ
シ
タ
リ
1
ト
サ
イ
ロ
に
入
れ
、
昭
和

、J

一
一
年
一
一
一
月
よ
り
貯
蔵
せ
り
。
而
し
て
一
五
年
二
月
に
取
h
v
出
し
て
、
貯
離
の
効
果
を
試
験
じ
て
報
告

αし
た
h
v
。
共
後
叉
奮
の
如
〈
サ



イ
ロ
に
入
れ
、
昭
和
一
八
年
一
月
迄
貯
蔵
し
た
る
も
の
を
、
蕊
に
再
び
調
査
せ
り
。
か
く
此
米
は
七
ヶ
年
サ
イ
ロ
に
貯
蔵
し
た
る
も
の
な

二
、
サ
イ
ロ
む
上
面
に
あ
る
小
口
の
密
聞
が
不
完
全
た
り
し
第
め
、
訟
が
侵
入
し
て
蝕
害
し
、
叉
米
は
吸
漁
し
て
品
質
を
損
じ
た
り
・
放
に

此
試
験
は
寧
ろ
失
敗
貯
離
と
云
ふ
ぺ
し
・

一
二
、
米
は
色
が
少
し
く
悪
し
く
た
り
、
茶
褐
色
b
L
帯
び
、
光
揮
を
失
ひ
た
り
.
古
米
の
臭
を
有
す
。
さ
れ
E
金
値
と
し
て
外
圃
聞
が
著
し
く
悪

慶
せ
る
が
如
き
を
認
め
や
・

-
四
、
物
理
的
性
質
を
見
た
る
に
、
貯
職
中
に
容
量
及
び
重
量
を
増
加
し
容
積
重
は
減
少
し
た
り
。
と
れ
吸
漁
と
共
に
粒
面
が
疎
随
と
左
り
し

に
よ
る
な
り
。
剛
度
は
減
少
し
、
吸
水
能
も
著
し
く
減
少
し
、
比
重
も
小
と
な
れ
り
。

五
、
食
品
的
性
般
を
見
た
る
に
、
掃
き
耗
比
大
と
な
り
、
掲
精
に
長
き
時
聞
を
要
し
、
糊
の
粘
度
は
小
と
な
り
、
見
掛
け
の
釜
殖
は
場
す
も
、

民
の
釜
殖
は
少
し
く
減
少
す
。
食
味
は
舌
感
疎
槌
に
し
て
一
月
な
ら
ざ
る
も
、
之
を
食
用
と
な
す
に
は
1

掲
耗
歩
合
を
一
一
割
五
分
迄
に
友
し
、

之
に
帰
米
b
L

二
割
混
合
す
れ
ば
、
そ
の
食
味
を
改
善
す
ペ
し
・

六
、
古
米
の
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
民
は
新
米
に
比
し
て
八

0
・
八
%
含
ま
る
a
A

が
故
に
、
よ
く
保
有
せ
ら
る
と
一
司
ム
ペ
し
・

七
、
以
上
を
要
す
る
に
、
此
七
ヶ
年
サ
イ
ロ
貯
離
米
は
議
期
の
如
を
成
功
を
見
ざ
り
し
は
、
全
く
密
封
防
漁
の
完
全
た
ら
ざ
り
し
に
よ
る
た

り
八
、
さ
れ
ば
サ
イ
ロ
に
よ
り
て
多
年
に
亙
り
て
米
般
を
安
全
に
貯
蹴
せ
ん
に
は
、
そ
の
防
漁
密
封
宣
完
全
に
た
し
て
、
米
最
も
乞
よ
く
乾
燥
し

て
貯
蔵
す
る
と
と
、
絶
封
的
必
要
録
件
と
云
ふ
ペ
し
・

米
磁
の
サ
イ
ロ
貯
蔵
の
宵
.

第
四
鰻

一一
O
七



米
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サ
イ
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